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生活環境中には多種多様な化学物質が放出され、ヒトを含む生態系への影響が懸念

されている。中でも、タバコ煙には約 4000 種類の化学物質が含まれている。我が国

では未だに男性で約 4 割、女性では約 1 割の常用喫煙者がいるとされ、喫煙による慢

性肺疾患、がん等の生体影響が懸念されている。特に、妊婦におけるタバコ煙の暴露

は臍帯の血流量が減少し、胎児に低酸素状態や低栄養状態を惹起して、早産や出生体

重低下等が高頻度に発生すると報告されている。このような背景から、タバコ煙が胎

児に与える影響については妊婦がどれだけタバコ煙に暴露されているかを評価するこ

とが必要である。現在、タバコ煙のヒト暴露評価には血清中のニコチンの代謝物がバ

イオマーカーとして有用とされている。  
しかし、胎児への暴露量を評価するのに必要な臍帯血清は、採取できる試料量が極

めて少ない。従って、タバコ煙による暴露量評価を行うためには高感度かつ選択性の

高い分析法が要求される。  
本研究では親水性相互作用クロマトグラフィー /タンデム質量分析法（ HILIC-MS/

MS）を用い、母体血清および臍帯血清中のニコチン代謝物を微量の試料量で測定可能

な高感度かつ選択性の高い同時分析法を構築した。  
確立した分析法を同一妊婦の母体血清、臍帯血清の分析に適用した結果、30 検体中

3 検体からニコチンの代謝物質であるコチニンおよびヒドロキシコチニンが検出され

た。また、ニコチン代謝物質が検出された母体血清についてはペア検体である臍帯血

清からもコチニンおよびヒドロキシコチニンが検出された。ニコチン代謝物質が検出

された母体、臍帯血清中の濃度から、約 25%の当該化学物質が胎児に移行することが

示唆された。  
今後、構築した分析法を用いて胎児への暴露評価を行い、タバコ煙が胎児に与える

影響について検討する予定である。  


